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研究成果の概要（和文）：急性呼吸不全で緊急入院となった患者でせん妄を有する患者において、携帯型加速度
計を用いて評価した睡眠効率はせん妄を有しない患者よりも増加していたが、これはせん妄に対して投与された
睡眠導入剤や鎮静薬の影響と考えられた。緊急入院となった非挿管患者の夜間の過活動型せん妄に対する鎮静に
おいて、デクスメデトミジンとハロペリドールの無作為化比較試験を行っている。持続性心房細動に対して高周
波カテーテルアブレーション治療を行った患者において、睡眠時無呼吸と長時間睡眠が心房細動の再発の予測因
子であることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In patients who were urgently hospitalized for acute respiratory failure and
 had delirium, sleep efficiency evaluated by a portable accelerometer was higher than in patients 
without delirium. This was thought to be due to the effects of sleeping pills or sedatives 
administered for delirium. A randomized controlled trial comparing dexmedetomidine and haloperidol 
for sedation in patients with hyperactive delirium at night who were urgently hospitalized is being 
conducted. It was revealed that sleep apnea and long sleep duration are predictors of atrial 
fibrillation recurrence in patients who underwent radiofrequency catheter ablation for persistent 
atrial fibrillation.

研究分野：呼吸器内科、救急医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
携帯型加速度計を用いて評価した急性呼吸不全患者の睡眠指標はせん妄との直接との関連ではなく、せん妄に対
する投薬の影響を受ける可能性がある。これは、せん妄に対する薬剤による鎮静が重要な課題であることを示唆
すると同時に、携帯型加速度計を用いて評価した睡眠指標は鎮静の程度を評価する指標となり得ることを示し
た。また、睡眠時無呼吸に加えて、携帯型加速度計による長時間睡眠は心房細動患者において、今後の研究課題
となり得る重要な予測因子であることを示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 重症患者における睡眠障害 
救急・集中治療領域における重症患者において、睡眠時間の減少、睡眠分断、概日リズム障害、
睡眠構築の変化といった睡眠障害が頻繁に認められるが、これらの睡眠指標とせん妄を始めと
した合併症との関連が注目されている。睡眠指標の評価のゴールドスタンダードは
polysomnography (PSG)であるが、実際にせん妄を呈した重症患者には PSG上の脳波で測定し
た睡眠指標の変化が認められる。しかし、PSG は多数の電極の装着を要すことや解析の手間や
費用から、長時間・複数日に渡る測定は困難なため、経時的な睡眠の変化を捉えることができな
い。その為、急性期の重症患者において PSGも含めた脳波を測定した睡眠指標を日常診療に取
り入れることは難しく、予後や合併症の発症を予測する簡易な睡眠指標の測定方法の開発が求
められている。本研究では急性呼吸不全患者における睡眠時間を始めとした睡眠指標の客観的
評価を縦断的に行い、それらの程度を調査し、それらがせん妄を始めとする合併症や予後と関連
していると仮説を立て、検証を行う。 

 
２．研究の目的 
(1) 酸素療法下の急性呼吸不全患者において携帯型加速度計で睡眠時間を始めとした睡眠指標
を客観的かつ縦断的に測定する。 
(2) (1)で測定した睡眠指標とせん妄などの合併症との関連を検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) 京都大学医学部附属病院救急外来を受診し、急性呼吸不全と診断され初期診療・救急科の救
急集中治療室に緊急入院となった患者に対して、腕時計型の加速度計を装着して入院中に連続
して測定を行い、夜間の睡眠時間、睡眠効率、中途覚醒時間などの睡眠指標を算出する。 
(2) (1)で算出した睡眠指標とせん妄などの合併症との関連を検討する。入院中のせん妄の有無
の評価は救急集中治療室滞在中に confusion assessment method for the ICU (CAM-ICU)で行っ
た。 
 
４．研究成果 
 
【結果 1】 
入院中のせん妄の有無が解析可能な合計 51 名の参加者で携帯型加速度計を用いた夜間の睡眠効
率と睡眠時間の平均値を比較した。せん妄(-)群と比してせん妄(+)群は有意に睡眠効率が高値
で、睡眠時間は長い傾向であった(図 1)。これは当初、せん妄患者で夜間の睡眠効率や睡眠時間
が低下しているという予測とは逆説的な結果であったが、せん妄(+)群では睡眠導入剤や持続的
な鎮静薬の使用頻度が高かったことが本結果に影響していると考えられた。また、これらの睡眠
指標は鎮静の指標となり得ると考えられた。これらの知見より、せん妄を発症した患者の鎮静の
重要性に着目し、結果 2に通ずる前向きの無作為化比較試験を行った。なお、当初の研究計画で
は携帯型加速度計を用いた睡眠指標だけでなく、睡眠呼吸障害も評価する予定であったが、2020
年度以降は新型コロナウィルス感染症のパンデミックが続いたため、呼吸不全患者へ大掛かり
なデバイスの装着が困難となり、睡眠呼吸障害の評価は見送らざるを得なかった。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【結果 2】 
本研究を通して、非挿管重症患者に夜間に発生した過活動型せん妄に対する鎮静が実臨床で重
要な課題であることを認識し、2022 年度 5 月より「高度治療室における非挿管患者の夜間の過



活動型せん妄の鎮静におけるハロ
ペリドールとデクスメデトミジン
の有効性に関する無作為化比較試
験(jRCT1051220015)」を開始した。
本研究では京都大学医学部附属病
院救急外来より緊急で高度治療室
に入室する非挿管重症患者を、比
較的新しい鎮静薬であるデクスメ
デトミジン群とせん妄の古典的な
治療薬であるハロペリドール群に
予め同意取得時点で割り付け、夜
間に過活動型せん妄を発症した際
に割付われた薬剤を投与し、鎮静
レベル、翌日以降のせん妄の有病、
看護師の業務に与える影響を比較
している(図 2, BMC anesthesiol 
2023)。本無作為化比較試験は合計
100 例の試験薬投与を目指しており、2024 年 3 月時点で 8 割程度の症例集積が終了しており、
2024 年度中に症例集積を見越している。 
 
【結果 3】 
1ch 脳波付き PSG を用いて評価した睡眠時無呼吸及び携帯型加速度計を用いて評価した自宅に
おける睡眠時間と、持続型心房細動に対して高周波カテーテルアブレーション治療後の心房細
動の再発との関連を調査した。本調査では睡眠時無呼吸の重症度である無呼吸低呼吸指数(AHI)
が 20 以上であることが心房細動の再発の予測因子であることを示した(図 3)。また、携帯型加
速度計による平均の睡眠時間を 3分位として(平均睡眠時間が低い方から T1, T2, T3)、長時間
睡眠(T3)も、心房細動の再発の予測因子であることを示した(図 4)。本結果は英文誌に投稿中で

ある。 
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